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令和 4(2022)年 

6月 4日 76号 

校長 森川哲治 

インディアナ日本語学校便り 
学校教育目標  自ら学び、正しく行動する国際性豊かな児童生徒の育成 

高等部  

1 年 １２名    

2 年 ６名 

3 年 ６名  

 



①先生方から見て、高等部の生徒はどんな印象ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②高等部としてどんな教育を目標としていますか。どんな生徒を育てたいですか。 

 

 

 

 

③教科の学習内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 年生    

仲間のことを気にかけたり、自らの将来を不安に思ったり揺れる高校一年生。と、初めて出会ったあなた

たちを 4 人の先生たちは見ています。自信をもって！積み重ねた勉強が将来の仕事や学問へのつながっ

ていく高校生活。緻密にあきらめずに勉強しましょう。今日の勉強はあなたと世界の未来を作りますから。 

 

2 年生 

6 人中 3 人が幼稚部から補習校に通っている頑張り屋さん！さらに一人は小学部、2 人が高等部から

合流。在米歴が長い生徒も短い生徒も助け合う。 

「やってやりますよ！」「見ていてくださいよ！」ともに声を掛け合って、励ましあって難問に挑んでいる。先

生たちもこの励ましに元気が出ています！ 

 

3 年生 

知的好奇心が高まってきて議論が止まらない！日米での経験と勘が冴えわたってきた最終学年。今年

の 4月から日本では 18歳は成人。新成人として立派に成長を遂げている頼もしい高校 3年生たちです。

先生たちは安心して世界の未来をあなたたちに任せます！ 

 

 

高等部では生徒は自立した存在として認め、尊重しています。高校卒業後の進路や成長の速度は人そ

れぞれです。一人一人の思考と好奇心をサポートしていこうと思っています。 

 

【英語】  

英文法を中心に教えていますが、何よりも楽しい授業を心がけ、一人でも文法好きを増やせるよう頑張っ

ています。生徒が笑顔で理解してくれることが、一番嬉しいです。（グリグーティス先生） 

【公共・小論文】  

複雑に入り組んだ現代社会に鋭いメスを入れ、さまざまな謎や疑問を徹底的に究明する科目です。議論

の練習ができるように、意見交換しやすいクラスの雰囲気を目指しています。（河野先生） 

【国語】  

大学受験、帰国後に困らないように実力アップを目指しトリビアも取り入れながら、「読む 書く 聞く 自分

の考えを持つ」など読解の基礎から応用まで学習します。（小原先生） 

【数学】 

数Ⅰを 1 年で、数Ⅱを 2,3 年で学習します。つまらなくなりがちな数学の授業ですが、少しでも楽しく、生

徒のやる気を出させるために、クイズ形式や競争を取り入れて問題を解かせたり、アトランダムに次々と指

名したりしています。(デービス先生) 

 



④生徒たちは休み時間をどのように過ごしていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤その他 

 

 

 

 

 

  

 

  

自分の学年について、一言で紹介  生徒へ質問 

 

1年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校への協力をしてくれている高校生； 

・新学期の新クラスへの生徒誘導 

・運動会（秋のスポーツ大会）の手伝い 

弁論大会 

高等部では毎年秋に弁論大会が開催されます。持ち時間 3分で日頃思っていることを弁論します。 

内容は、社会問題、日米の違い、自分自身の心の成長など多岐にわたります。 

 

授業を真剣に受けて、先

生の話もよく聞いて、日本

語学校の課題も現地校や

習い事で忙しい中、きち

んと終わらせるので勉強

熱心な学年です。 

学校の楽しい所は、友達

に会えること、お弁当を食

べられること、日本語で授

業が受けられることです。 

 欠席が多いので静かな 

学年です。 うるさいので、にぎやかな

学年です。 

高校生になって、落ち着

いてきた学年です。 

私の学校の楽しいところは日本の友達と話せたり、一緒に勉

強できたりするところです。現地校では日本人が少なく日本の

友達と話すことも少ないです。だから息抜きになって楽しいで

す。そして日本の勉強を一緒にできるのもよかったです。日本

の勉強をすることは週に一度しかないので、分からない場所も

たくさんあります。なので、一緒に勉強してわからないところは

教えあう所が楽しいなと思います。 

 

のんびり、穏やかなので、

ほがらかな学年です。 

元気なので元気な学年で

す。友達に会えることが楽

しい所です。 

現地校や習い事で忙しい

中、授業に集中する勉強

熱心な学年。にぎやか、

ほがらか、ときに静か、教

えあう学年。友達に会え

ることが楽しい！ 

 

・外で思い切り遊んだり、現地校では話しにくいたわいもない会話したり楽しんでいるようです。「お弁当

の中の卵焼きっておいしいよね～。」「ね～。」 

・漫画、本、ゲームなど、日本の情報交換も盛んです。 

・K 先生「そしな？だっけ、あの人たち面白いね！」生徒「マジ！頼むよ！そひんだよ」生徒「しかもそれ、

個人名です。コンビ名ではないです。」K 先生絶句。「日本の新しい人、もう読めないんだよ～。」※お笑

い芸人の粗品の話。 

 

 



2年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3年生 

 

 

 

 

 

 

 

                        
 

国旗記念日 フラッグデイ 6月 14日  アメリカの旗を知ろう 文化理解 

国旗は強力な意味を持ちます。国旗は国民に語りかけ、国家の誇
ほこ

りを表し

ます。例えば、オリンピックの試合で勝った運動選手が、自分の国の国旗を

まとってその誇りを表したりします。アメリカの宇宙飛行士が、初めて月面に

降り立った時、何を月に残したでしょうか。それはアメリカの国旗です。「初め

て月に人類を送ることに成功したのは、アメリカ。」という国の誇りを表してい

ます。国旗の色やデザインは、その国の過去の歴

史を表しているのです。 

その中で、アメリカ国旗は世界で最も多くのデザインを変えてきた国旗です。最

初の国旗は、アメリカが独立宣言を行った 1776 年の「グランド・ユニオン」と呼ばれ

たジョージ・ワシントンがデザインしたものでした。 

しかし、旗には独立戦争で戦った相手のイギリスの国旗「ユニオン・ジャック」が、 

一部に入っているデザインでした。                                               -グランド・ユニオン- 

みんなは優しいので楽し

いにぎやかな学年です。 

フレンドリーなので陽気な

学年です。 

クラスみんな積極的なの

で明るい学年です。 

優しく陽気な学年。友達

を超えてもはや家族！ 

 

人数が少ないクラスなの

で、友達ではなく家族のよ

うな感じです。 

外で遊ぶので楽しい学年

です。とても仲が良いクラ

スなので、やめるのが悲し

いです。先生の優しさや授

業の分かりやすさで毎週来

るのが楽しみです。 

高三は最終学年なので、人

数も少ないですが、和気あ

いあいとしている楽しい学年

です。友達と一緒に外で遊

んだり、弁当を食べたりと楽

しい時間を過ごしています。 外遊び、お弁当が大好き

な和気あいあいとした学

年。友達と離れたくない！ 

 

二人辞めるので四人な学

年です。もとは六人の学年

でした。今日は三人欠席

なので、三人な学年です。 



そこで、1777年６月 14 日に、アメリカ議会は 13州を赤白のストライプであらわした星条旗
せいじょうき

を国旗として決

めました。白い星の数も 13 州で 13 個でした。ワシントンらは、フィラデルフィアの軍艦
ぐんかん

の旗作り職人ベッツィ・

ロスに頼み、星条旗を完成させました。 

その後に州が増えるたびに星は追加され、次の独立記念日に配置が変更されています。1960 年から、現

在の 50個の星のデザインとなりました。49番目がアラスカ州、50番目がハワイ州でした。 

これにより、アメリカの星条旗は世界でいちばんデザインが変えられた国旗

として知られています。最初は赤白交互のしま模様
も よ う

も 13 州から増やされてい

きましたが、州の数が多くなってからは独立当時の 13 本に固定されました。  

ちなみに星条旗に使われている「色」にもきちんとした意味があります。白は

純粋
じゅんすい

と潔白
けっぱく

、赤はたくましさと勇気、青は警戒
けいかい

と忍耐
にんたい

、そして正義を表してい

ます。星は天から与えられたもの、赤は母国を表し、その赤を分ける白のスト

ライプは、イギリスから分かれたことを表しています。星の位置が正式に決まっ

たのは、1912年（48の星）になってからです。 

国旗は 1877 年６月 14 日に「フラッグ・デー」が正式に祝われ、アメリカ議会は、国旗

制定 100 周年を記念して、すべての政府庁舎に国旗を掲揚することとしました。1949

年８月、トルーマン大統領が、フラッグ・デー法案をつくり、正式に６月 14 日をフラッグ・

デーに指定しました。それ以来、アメリカでは毎年大統領がフラッグ・デーを宣言し、アメ

リカ国民が自宅やオフィスの外に星条旗をかかげるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本日の配布物】 

なし 

【お知らせ】 

※14:00引き取り開始。〈ピックアップ〉 
13:55～正面玄関ドア 自動ロック解除 
一番下の学年教室への兄弟移動開始→14:00(帰りの会終了)。 

教室が離れている場合は、ご兄弟の移動時間が少しかかります。ご兄弟の到着まで、その場でお待

ちください。よろしくお願いいたします。 

   早退・遅刻は、保護者は玄関入り口前となります。 

図書係より 

〇夏休み前の本の貸し出し 

次回 図書貸し出し日  6月 11日  小学部(2・3・5・6年生) ・中学部・高等部 

〇本の返却日  2学期 7月 30日 ・ 8月 6日    両日とも学年に関係なく返却可 

   しばらくすると、新刊が入ります。一方で、本来 1 学期中に図書室に返却される本が、50 冊ほど家

庭に置かれたままになっています。うっかり返し忘れていると思われますので、子ども達みんなが本を

読めるように、ご家庭での確認をお願いします。 

〇落とし物 お弁当箱の忘れ物や衣服など、たくさんたまっています。保護者の会の役員さんが管理し

てくれています。落とした日に、子どもの下校に合わせて、正面玄関で手に持って提示したりしていま

すが、持ち主が見つかりません。1 学期終了まで受付横に提示しますので、心当たりのある方は、ピッ

クアップの時に確認をお願いします。夏休みに入りましたら、ここで破棄となります。 

〇1学期終了日 6月 25日    2学期始業日 7月 30日 

 

 

 

〇 

  

 

 


